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令和４年度　小林市立須木小学校　学校運営協議会評価書

４　期待以上　　　３　ほぼ期待どおり　　　２　やや期待を下回る　　　１　改善を要する

学校経営ビジョン 「自信を持ち、夢や希望をもった、笑顔いっぱいの須木っ子の育成」　～「学びたい」子ども「学ばせたい」学校・家庭・地域の集う学校づくり～　【テーマ　わたしがやる！みんなでやる！パワーアップ須木小】

・鉛筆の持ち方グリップを活用させることで、少しずつ正しい持ち方のできる児童が増えてきた。あと２名であるが、全員が正しい持ち方ができるように、継続して支援を行っていき
たい。箸と鉛筆の持ち方は、使い始めた時の教え方が大切であると強く感じている。

・家庭学習の４つの決まり、６つの約束を宅習ノートに貼らせたり、よい宅習をコピーし児童玄関の壁に掲示したりすることで改善を図ってきた。しかしながら、個別指導を要する児
童もおり、昼休みや放課後に個別指導を行ってきた。今後は、家庭とも連携をして内容の改善を図っていきたい。
・タブレットを活用するに当たり、ＩＣＴ支援員のサポートが有り、特別な支援が必要な児童にタブレットでの家庭学習を実施できるようになった。家庭学習で使用できるソフト等も少
しずつ充実してきており、自宅学習で使用できるソフト等を充実させることで、学力の向上を図っていきたい。

・発表にプレゼンテーションソフトなどを使用するなど、児童も教師も操作スキルや発表技術は高まってきている。
・ＩＣＴ支援員のサポートが有り、特別な支援が必要な児童にタブレットでの家庭学習を実施できるようになった。
・練習問題のアプリ（国語・算数）を導入したことで、全児童が、休み時間やプリントが終わった後などの隙間時間に競い合いながら学習している。
・動画資料から、視覚的な情報を得て学習に活用している。また、すきるタイム等に、漢字や計算、タイピングなどに取り組むことができている。
・実際にノートに書くことも大切なことであり、ノートの書き方指導とタブレット活用とのバランスをとっていく必要がある。

・全校児童の将来の夢を同じ場所に掲示することで、子供達は、他の児童の夢を見て、自分の将来に夢について真剣に考える機会となっていた。
・生活科、社会科の校外学習や遠足等で、地域で働いている人と自分たちの生活との関わりを見つけることができた。
・総合的な学習の時間や理科、行事等で、外部の講師（専門家）を活用することで、より専門的なことを学ぶことができた。
・地域や地域外の職業人への講話、職業に関するアンケート調査、職業体験等を取り入れることで、キャリア発達を促していきたい。

・教師や委員会児童による読み聞かせ、代表児童による本の紹介、図書委員会の様々な取組により、本を読む児童は増えた。
・図書室の利用状況や読書量には、個人差がある。個人差をなくすために、全校児童の読書の状況を把握し、表彰などの手立てを講じた。
・あすなろ会の方の御協力により、読み聞かせは充実していた。（児童も楽しみにしていた。）
・電子図書館を導入したが、本の貸出冊数は減っていない。子供達は、デジタルの本よりも紙の本の方を好む傾向にある。

・アンケートを毎月実施し、気になる点がある児童については、聞き取りを行い、早期に対応し、全職員で情報を共有し、対応してきた。
・家庭に対してもアンケートの実施や個別相談を実施し、困り感の把握とその支援を行った。今後も更なる支援に努めたい。
・いじめの件数は減少している。今後もいじめが起こらない環境作りのために、確実な見届けや教師間、家庭との連携の更なる強化に努めたい。
・年２回の人権学習、ＳＯＳの出し方の授業、命に関する授業、教育相談等を実施した。

・生活科の校外学習では、地域の施設や商店などを見て回り、地域の場所や人に親しみをもつことができた。高学年の総合的な学習では、須木について調べ、未来づくりを提言
する学習を行ってきた。須木に対する郷土愛を深められるようにしていきたい。
・総合的な学習の時間、どこでも博物館、森林学習、クラブ活動、プログラミング学習、お菓子作り体験、植樹など、様々な活動に地域の方の協力を得ることができた。来年度以降
も多くの方に御協力をいただき、児童の成長を図っていきたい。

・委員会活動の呼びかけや児童同士で声をかけ合うことによって、自ら進んでボランティアに参加するようになった。
・全校での取組により、朝のボランティア活動を進んでするようになってきている。
・高学年が低学年に掃除の仕方を教えることで自分から行動できる児童が増えた。
・みんなで○○する日の企画・運営を児童に行わせることで、少しずつ、創造性や表現力などが成長してきているように感じる。継続していきたい。

・１２月１６日（金）現在で、全員登校が７６日達成できている。（昨年度は、１２月１６日現在で７５日であった。）コロナウイルス感染症等の関係もあり、厳しい時期もあった。感染対
策等を徹底させることで、数値目標の達成を図りたい。
・連続して欠席した児童には、電話連絡や家庭訪問を行い、体調の確認や学校の様子を知らせるなどの対応を行った。
・保健関係で気になることについては、保健だより等を通じて、保護者にお知らせするようにした。

・体力テストの結果は、ほとんどの項目で昨年度よりも向上している。継続的な運動の結果である。体育では、最後まで運動を頑張る児童が増えた。
・１１月から12月にかけて、長距離走大会に向けての練習を行い、大会を実施した。多くの児童の記録が向上した。
・体力テストを全学年で行うことで、自分の記録と友達の記録を比較しながら振り返りを行うことができた。
・授業でのタブレットの活用が少なかった。他校の活用例をもとに、体力や技術の向上につながる効果的な活用方法について研究を深めていきたい。

・昼休みは、外で遊んでいる児童も多く、サッカーやドッチボールを行う児童がいる一方で、一輪車などの遊具を使用している児童もいた。
・1年間を通じて、なわとび運動や握力の強化などに取り組んできた。その成果が体力テストにも出ていると思われる。継続していきたい。
・コロナウイルス感染拡大により、昼休み時間をカットせざるを得ない時期もあった。対策を講じながら、出来る限りカットしなくてもいい方法を模索していきたい。

・保体委員会の児童と連携し、校内の歯ブラシチェックや校内の消毒等の取組を行ってきた。
・検診の結果を使用して、保健だよりで受診の呼びかけを行った。また、保健だよりや学級通信を活用して、長期休業などの期間を利用した治療の呼びかけを行った。あと５名が
歯の治療が終わっていない。継続して家庭にも協力の呼びかけを行っていく。
・姿勢棒の活用、目の体操が、昨年ほどは実施できていないために、教師の評価が－１．１の評価となっている。速やかな活用・実施を促す。

・今年度も、感染症拡大防止の観点から、ふれあい給食を実施できなかった。残食０を達成させることや食事のマナー向上のために、来年度は、感染対策を講じた上での再開も
模索していきたい。
・箸の正しい持ち方ができていない児童がいる。家庭の協力も得ながら、改善を図っていきたい。
・学級でも箸の持ち方の指導を行うが、一度身に付いたものを改善するのは、なかなか難しい。粘り強く、家庭の協力も得ながら行っていきたい。

・食べきり週間を設定し、結果を発表することで、残食への意識付けを図ることができたのではないかと思う。
・給食時間にやり取りを行わせることで、残食が出ないようにしてきた。
・保護者への生活アンケートを実施することで、欠食児童がいることも分かった。夜遅くまでのゲームや動画視聴のために就寝時間が遅くなっていること、欠食につながっている現
状を保護者の方に理解していただき、協力していただけるように働きかけを行っていきたい。

・給食感謝集会は、１月に実施できた。食に対する感謝の気持ちをもち、食を大切にできる子供たちを育てていきたい。
・全学年で食育の授業を実施した。学級でも食育の授業を行うことで、自分で食事のバランスを考えられる児童を育成したい。
・今年度は、第１回弁当の日（弁当または食事作り）を冬休み中に実施した。第２回弁当の日は、３月の遠足の日に実施する予定である。
・弁当の日ではなくても、弁当が必要な時や家庭で食事を作る際に、手伝っている児童がいるとの回答もあった。

次年度の方向性についての
校長所見

本校の課題は、一人一人の学力の定着と主体性を持った児童を育成することである。少しずつではあるが、学習に取り組む姿勢が見られたり、主体性を持って活動する部分が見られたりするようになった。しかし、一人一人の学力の定着については、それぞれ課題が見られ、今後学習習慣の徹
底を図ることや家庭学習の定着を図らなければならない。また、自分らしい生き方を実現するためのキャリア教育やふるさとを知るための地域連携など地域に根ざした教育も進める必要があると考える。次年度は、一人一人にあった教育を進めながら、協働した学びを図ることで課題解決に向け
た取り組みを進めていきたい。

項目
本年度の重点目標と
目標達成のための手段

結果の考察・分析および改善策等
自己
評価

委員
評価

学校運営協議会委員のコメント

知育

重点目標:
　基礎・基本を身に付け、主体的
に学ぶ児童の育成
手段
　１　基本的学習習慣の徹底
　２　家庭学習の確立
　３　タブレットを活用し、学習
　　意欲と学力向上
　４　キャリア教育の充実
　５　絵本１００冊運動

3 3

・読書は基本的に重要です。学生時代に１冊でも多く読書することが大事！
大人になってつくづく感じます。「絵本１００冊運動」を利用してください。
・各学級ごとに、又は、個人別に評価してもいいのではないでしょうか。
・学び方、鉛筆・箸の持ち方、本の読み方、タブレットの使い方等、正しい姿
勢が基本であり、学校だけではなく、家庭の指導も不可欠である。
・学力の向上、その他の学習の向上は、先生と児童の信頼関係から生まれ
る。「先生に褒められたい。先生のために頑張る。」といった心の通った信頼
関係が有効であると思う。
・学力の向上に向けたタブレットの活用、その他あらゆる手段や対策を講じて
努力をされている先生方の取組は、大いに評価できる。

徳育

重点目標:
　ふるさとを愛し、心豊かにたくま
しく生きる児童の育成
手段
　１　いじめ認知の向上と解消
　２　郷土愛の育成
　３　一人一人が活躍できる場
　　の設定 3 3

・地域の行事等、コロナ禍で中止が増えてきていますが、何かしら児童及び地域
の方との合同事業ができないものか。地域の方々でも、児童数や児童の名前が
分からない。
・地域のボランティア活動に参加するようにお願いしたい。
・楽しい、明るい学校の環境からは、いじめは発生しないと思う。
・先生、保護者、地域住民の愛情が、素晴らしい環境を子供達に与えていると思
う。
・故郷を愛する人材育成教育は、地域を見て回り、須木の歴史を学び、地域の
人々との触れ合いが大事であり、体験教育は、心豊かな郷土愛をもった子供達に
育てていくと思う。
・挨拶は感謝の表現であり、学校ばかりではなく、保護者の指導教育が不可欠で
ある。

体育

重点目標:
　健康的な生活を過ごそうとする
児童の育成
手段:
　１　早寝早起きの規則正しい
　　生活習慣の確立
　２　体育の授業の充実
　３　運動に親しむ児童の育
　　成
　４　保健・安全指導の徹底と
　　健康で安全な生活の推進

3 3

・体力は、年々向上してきていると思います。体力テストの結果は評価できます。
・遊具の整備（ブランコ等）を早急にお願いしたい。
・「保健・安全指導の徹底と健康」で「安全な生活の推進」の職員と保護者の評価（数
値）の差が大きすぎること（ズレ）が気になる。
・外遊びの中で、楽しみながら自然に体を鍛えることが、心身共に健康な体力づくりに
有効であると思われる。
・体育の授業の中で、あらゆる遊具を使った活動、タブレットを使った授業など、体力
向上に向けた学校の取組は評価できる。
・外部より有名選手を招いて生きた講演も有効であると思う。

・長距離走では、全ての子供が歯を食いしばり、最後まで頑張っていた。体力や気
力、体を鍛えることは重要である。
・コロナの感染拡大等により、なかなか外出できなかった子供達が、将来、どのように
成長していくのか、心配な面がある。

食育

重点目標:
　望ましい食習慣を身に付けた
児童の育成
手段:
　１　食に対する指導の充実、
　　食育の推進
　２　食事のバランスの推進
　３　年間２回の弁当の日の実
　　施と感謝集会の実施

3 3

・給食の残食が少なくなってきたとのことで、職員の方々の努力も評価できま
す。
・食事（朝食）は、１日のスタートですので、その重要性を子供達に指導して欲
しい。
・米、野菜、肉、魚など、全ての食べ物は命をもって生きている。人が生活して
いくということは、それらの大切な命をいただくことである。そして、食べるまで
には、農家の方々、漁師の方々、料理人の方々など、多くの人達の苦労と愛
情が込められている。そのことを知り、感謝の気持ちをもって食事をするように
していく指導が大切である。
・感謝の気持ちをもち、好き嫌いなく何でも美味しく残さずに食べることを、学
校だけではなく、保護者も教える事が重要である。


